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※1台の端末で二重ログインは禁止です。 
１．「事業月報メニュー」の説明【市区町村・国保組合版】 

（１） 各部の説明 
№ 説      明 

① 現在の対象年月を選択・表示します。 

※ここに表示されている年月が、全様式全てに共通の年月になります。 

② 
設定されている自身の、都道府県番号・都道府県名・保険者番号・保険者名を表示します。 

※都道府県版においては、保険者の変更が可能です。 

③ 

④ 

③「実行する処理」と④「処理進行状況」は連動しています。 

実
行
す
る
処
理 

入 力 処 理 
各様式のデータ入力を行います。 

様式の選択は、各様式のボタンをクリックして下さい。 

チ ェ ッ ク 処 理 データチェック処理です。 

印 刷 処 理 各様式の印刷を行います。ＰＤＦで表示します。 

計 算 式 各様式の計算式仕様をＰＤＦで表示します。 

処
理
進
行
状
況 

入 力 処 理 

水色になっている場合は、入力処理を実行して下さい。 

市区町村版では事業月報Ｆ表(２)、国保組合版では事業月報Ｃ表(３)の

入力処理を実行した時に、入力処理完了と判断します。 

※令和８年４月以降は市町村版におきましても事業月報Ｃ表(３)で入力 

処理完了と判断いたします。 

チ ェ ッ ク 処 理 水色になっている場合は、チェック処理を実行して下さい。 

データ出力処理 

水色になりましたら、申請データの作成またはネットワーク報告を行っ

て下さい。北海道のみデータ出力処理が水色になり、事業月報特殊チェ

ックが完了してから、データ入出力処理ボタンをクリックしてネットワ

ーク報告を行って下さい。 

当月度処理完了 当月の処理が全て完了すると、水色になります。 

⑤ 

設定年月のデータがある場合に「有」になります。ない場合は「無」の表示です。 

入力処理を行う前は「無」、該当様式のデータ登録ボタンを一度でも押下すると「有」になります。 

複数様式を選択する場合のチェックボックスです。印刷処理の場合に有効です。 
 

④ 

① ② 

⑥ 

③ 

⑦ 

⑤ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑧ 
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№ 説      明 

⑥ 

ボタン名 説      明 

事業月報Ａ表 事業月報Ａ表の処理を実行します 

事業月報Ｂ表（前年度） 事業月報Ｂ表の処理を実行します。（前年度は４・５月のみ） 

事業月報Ｂ表 事業月報Ｂ表の処理を実行します。 

事業月報Ｃ表(１) 事業月報Ｃ表(１)の処理を実行します。 

事業月報Ｃ表(２) 事業月報Ｃ表(２)の処理を実行します。 

事業月報Ｃ表(３) 事業月報Ｃ表(３)の処理を実行します。 

事業月報Ｅ表（前年度） 
事業月報Ｅ表の処理を実行します。（前年度は４・５月のみ） 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｅ表 
事業月報Ｅ表の処理を実行します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｆ表(１) 
事業月報Ｆ表(１)の処理を実行します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｆ表(２) 
事業月報Ｆ表(２)の処理を実行します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｃ表一般分 
事業月報Ｃ表一般分の数値参照および印刷を行います。 

※実行する処理が「印刷処理」時のみ動作 

事業月報Ｆ表一般分 

事業月報Ｆ表一般分の数値参照および印刷を行います。 

※実行する処理が「印刷処理」時のみ動作 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

メモ 
事業月報の各月ごとにテキストでのメモを保存します。 

（※北海道のみの機能） 

処理の操作手順 当マニュアルを表示します。 

データ入出力処理 国仕様のデータの入出力を行います。 

訂正報履歴一覧 対象年月の訂正の履歴を表示します。（※北海道のみの機能） 

事業月報特殊チェック 

通常チェック以外の各様式のチェックを行います。 

処理進行状況には影響ありませんが、北海道では報告データ作成前に事

業月報特殊チェックの一括処理を行う必要があります。 

進行状況の確認 保険者毎の処理進行状況の確認を行います。 

CSV 出力処理 ＣＳＶ出力の出力対象・並び順を設定します。 

一括処理 チェック処理・印刷処理時、全様式一括で処理する場合に使用します。 

終了 事業月報メニューを終了して、メインメニューに戻ります。 

⑦ 平成２０年４月以降に、国様式から削除された経理状況も印刷する場合にチェックを付けます。 

⑧ 複数範囲月の帳票をまとめて印刷する場合に使用します。印刷処理の場合に有効です。 

⑨ 一括チェック日 一括チェック処理を実施した日時を表示します。 

⑩ 最終印刷日 いずれかの様式を印刷した日時を表示します。 

⑪ 未報告/報告済 

ネットワーク報告完了時に「報告済」を表示します。ネットワーク報告

を行わず端末のローカルフォルダへのデータ出力を行った場合は「報告

済」が表示されません。ネットワーク報告完了後に再度入力処理を行っ

た場合は「未報告」に戻ります。 

（※クラウド運用のみの機能。） 
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【補足】都道府県版での複数保険者処理について 
都道府県版の保険者処理メニューでは、複数の保険者を対象に同一の処理を実行する機能がございます。 

   

 （１）保険者処理メニューの「複数保険者処理」へチェックし、「複数保険者設定」から対象保険者を選択 

することで処理可能となります。 

    当該処理にて可能になる処理は以下の通りです。 

     ・一括エラーチェック処理 

     ・印刷処理（一括・個別共に可能） 

     ・ＣＳＶ出力処理 

 

（２）「複数保険者設定」にて対象保険者を選択します。 

 

 

 

「複数保険者処理」にチェックを付

け、対象保険者を設定します。 

こちらで対象保険者を指定します。 
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２．事業月報処理の進め方【市区町村・国保組合版】 
 

 
実 行 す る 処 理            処理の進行状況 

入力処理 ﾁｪｯｸ処理 印刷処理 実行前 実行後 

（１）入力処理 ●   水色 水色 

・市区町村では、事業月報Ａ表～事業月報Ｆ表(２)まで入力して下さい。 

 ※令和８年４月以降は事業月報Ｃ表(３)まで入力してください。 

・国保組合では、事業月報Ａ表～事業月報Ｃ表(３)まで入力して下さい。 
 

※「処理進行状況」の表示は、市区町村版は事業月報Ｆ表(２)の入力が終了した時点、国保組合の 

場合は事業月報Ｃ表(３)の入力が終了した時点で、「入力処理」と「チェック処理」が水色に 

変わります 

   ※令和８年４月以降は市町村版におきましても事業月報Ｃ表(３)で入力処理完了と判断いたします。 

   ↓ 

（２）チェック処理  ●  水色 黄色 

・一括処理で国仕様のデータ整合性チェックを行ないます。 

・ 結果はＰＤＦで確認できます。（印刷も可能） 

   ↓ 

（３）特殊チェック処理    - - 

・国仕様でない独自の整合性チェックを行ないます。 

・ 結果はＰＤＦで確認できます。（印刷も可能） 

※特殊チェックで一括処理を行うと、報告データの作成が可能になります。（北海道のみ） 

   ↓ 

（４）印刷処理   ● - - 

・様式の印刷を行います。ＰＤＦで表示します。 

・印刷は、様式毎単表・全様式の一括印刷・選択した複数様式の印刷が行えます。 

※最終印刷日は一括チェック日よりも後になるように作業してください。 

   ↓ 

（５）データ出力処理    水色 黄色 

   ・スタンドアロン運用の場合、都道府県庁への報告データを端末に出力します。 

・クラウド運用の場合、都道府県庁への報告データをネットワーク報告にてアップロードします。 

   ↓ 

（６）当月度処理終了    水色 - 

   ・指定された月の処理は全て終了です。 

 ※データに訂正が発生した場合は、入力処理まで戻り処理を再度実施します。 
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３．データを入力するには 
（１）実行する処理で「入力処理」が選ばれている事を確認後、各様式のボタンをクリックしてデータの 

入力作業を行って下さい。 

※国保組合版では、事業月報Ｅ表・事業月報Ｆ表の処理は実行できません。 
※令和８年４月以降市町村版におきましても事業月報Ｅ表・事業月報Ｆ表の処理は実行できません。 

  
 

処理を行う様式のボタン 
をクリックします。 
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（２）様式のボタンをクリックすると、下図のように入力画面に切り替わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①各項目にデータを入力して下さい。データの入力が完了したら「データの登録」ボタンをクリックして下さ

い。データが登録され、計算結果が表示されます。 
 
②データの整合性チェックを行う場合は「データの登録」ボタンを押下後に「データチェック」ボタンをクリ

ックして下さい。  
※詳細は、「データの整合性をチェックするには」の項をご参照下さい。 

  
③「データの転記」ボタンを押下すると、入力処理実行中の任意のタイミングで青色の項目（転記項目）にデ

ータが転記されます。 
 
④「戻る」ボタンを押下すると事業月報処理メニューに戻ります。 
 
⑤「計算式の表示」ボタンをクリックすると表示様式の計算式がＰＤＦファイル画面で表示されます。 
  

【項目色の説明】 
 ・白色・・・入力項目 
 ・黄色・・・転記・計算項目(入力不可) 
 ・青色・・・転記項目(入力可能) 
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【※ 注意事項について】 

１．入力文字に関する注意事項について 
文字入力項目（備考欄）について以下の文字が禁則文字扱いとなり、入力できない仕様となっています。 

  ①半角カンマ（,） 
  ②半角シングルクォーテーション（‘） 
  ③半角ダブルクォーテーション（”） 
  ④半角セミコロン（;） 

 
２．入力文字に関する注意事項について 

  数値入力項目には桁数入力制限があります。 
   ①白色項目：12 桁 

   ②黄色項目：12 桁 

   ③青色項目：12 桁 

 
 上記桁数を超えた入力を行うと下図のエラーメッセージ（value too long type character warning･･･） 
が出ますので、項目の桁あふれを確認下さい。 
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４．データの整合性をチェックするには（国標準チェック） 

 

（１）“チェック処理”とは、様式間のデータ整合性をチェックする処理です。チェック結果はＰＤＦ・印

刷でそれぞれ確認することができます。 

チェック方法は、全様式一括・特定の様式で行うことができます。 

    ①全様式一括チェック 

・「一括処理」ボタンをクリックして下さい。全様式（国保組合はＡ～Ｃ表）の整合性を一括で 

チェックします。 

    ②特定様式のチェック 

     ・実行する処理で入力処理を選択し各様式の入力画面を開いてください。 

「データの登録」ボタンの隣にあります「データチェック」ボタンをクリックすると、開いてい 

る様式の整合性チェックを行ないます。 

 
      ※処理進行状況が「入力処理」のみ水色の時にチェック処理を行った場合、確認画面が表示され 

ます。 
       「チェック処理」に処理を進めるための様式名が記載されているため、「OK」ボタンをクリックし、 

記載された様式のデータの登録を完了させて下さい。 

 
 
 

① 

“チェック処理”が 
選択されていることを
確認して下さい。 

「入力処理」or「チェック 
処理」が水色になります。 
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（２）「一括処理」ボタンをクリックします。「事業月報チェック結果（様式別エラー有無）」画面が表示され

ます。各様式のエラー有無を表示します。 
様式名の表示順は帳票順に表示されます。４月・５月分におきましては先に前年度分の帳票順、続いて 
新年度分の帳票順に表示されます。 

 
（３）エラー有無の確認後、エラーの詳細を確認します。 

各様式のエラー内容を確認する場合は「内容」ボタンをクリックします。 
 

全様式のエラー内容を確認したい 
場合は、こちらを選択します。 

全様式のエラー箇所だけを確認したい 
場合は、こちらを選択します。 

各様式のエラー内容を確認したい場合は、 
こちらを選択します。 
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（４）事業月報チェックリストが表示されます。 

「事業月報チェック結果」画面にて全様式のエラー内容を選択した場合、様式の表示順は帳票順に表示

されます。４月・５月分におきましては先に前年度分の帳票順、続いて新年度分の帳票順に表示されま

す。 

 
整合性のチェックの結果を印刷することができます。 

 
① 計算式左辺は項目番号で、入力画面に表示されています。 
② 計算式右辺は整合性チェックの内容です。 
③ チェック式の左辺値を表示します。 
④ チェック式の右辺値を表示します。 
⑤ 整合性チェックの結果が×・△・▲（北海道特殊チェックのみ）の場合に左辺と右辺の差額を表示します。 
⑥ 整合性チェックの結果を表示します。 
⑦ エラーコードを表示します。 
⑧ チェック内容表示画面が終了します。 
 
 

こちらは「事業月報 A表 A20」が「事業月報 E表 E20」と同じにならなければいけ 
ないのに、同じではないという事でチェックの結果エラーということを意味します。 
（左辺（A20） ２０ ≠ 右辺（E20） ０） 
従って、A20 ＝ E20になるよう判断し不整合データを訂正しなければなりません。 

 
 
 

Check！ 

Check！ 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑥ 
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 ※北海道の場合 
（５）エラーチェック内容表示画面に戻りますので「終了」ボタンをクリックします。 
  【エラーリストに「×」が 1つでもある場合】 

そのまま事業月報メニューに戻りますので、エラーのある様式をクリックし、数値を訂正します。 
 

  【エラーリストが全て「〇」の場合】 
下図のチェック処理完了確認画面が表示されます。 
１）初回の場合 
「チェック処理完了」チェックボックスにチェックを入れ、「終了」ボタンを押下します。 
 ※訂正履歴は入力不要です。 
２）一度でもデータ出力し、提出している場合 
・訂正対象様式（プルダウン選択） 
・訂正対象項目（項目番号を直接入力） 
・訂正カテゴリ（プルダウン選択） 
・訂正内容（直接入力） 
をそれぞれ入力してください。 
入力後「チェック処理完了」チェックボックスにチェックを入れ、「終了」ボタンを押下します。 

チェックを ON にします。 

一度でもデータの提出を行っている場合は、 
こちらに訂正内容を入力してください。 
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※北海道以外の都府県の場合 
（６）エラーチェック内容表示画面に戻りますので「終了」ボタンをクリックします。 

チェック完了画面が表示されます。 
データ修正を行う場合は何もチェックせず「終了」ボタンをクリックします。 
チェックが完了した場合はチェックボックスにチェックし「終了」ボタンをクリックします。 

 
チェックボックスにチェックをすると、エラー完了のダイアログボックスが表示されます。 
 

★エラー箇所があった場合は全ての様式のエラーを修正して再度チェックを行って下さい。 

チェックを終了する場合
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・事業月報特殊チェックについて 

国標準のチェックにて行われていない、事業月報各表の追加のエラーチェックを行います。 
データ入力処理がすべて完了した後、事業月報特殊チェックにて一括処理を行い、全様式のデータ整合性を

確認します。 
※処理進行状況には影響しない任意の処理となります。 

北海道のみ必須となり、事業月報特殊チェックの一括処理完了後データ入出力処理画面にて報告データの

作成が可能になります。 
 

（１）特殊チェックとは 

  通常のチェック処理（Ｐ８ ４．データの整合性をチェックするには参照）は、厚生労働省様から通知さ 
 れている事業月報に係る通知文書に掲載されているチェックを行っております。 
  特殊チェックは、通常のチェック処理に含まれないチェックを行っております。 
 またこのチェック処理は、各様式のデータ登録後いつでも行えます。 

 
特殊チェックは、以下の内容で構成されております。 

   １）標準チェック処理に含まれないチェック 
月報各表のエラーチェックを行います。 

   ２）Ｂ表とＣ表およびＥ表とＦ表の関連チェック 
Ｂ表Ｃ表の突合およびＥ表Ｆ表の突合を行います。 

 ３）事業月報Ｃ表・Ｆ表７・８割チェック 
Ｃ表、Ｆ表の給付割合別のチェックを行います。 
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（２）各部説明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① チェックを行う各様式のボタン 

  様式毎のチェックを行うときに使用します。 
 
② 一括処理ボタン 

  画面上にある様式のチェックを一括で行います。 
 
 ※エラーリストの見方については「４．データの整合性をチェックするには（国標準チェック）」をご参

照下さい。 
 

① 

② 
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５．様式を印刷するには 

（１） 各様式を印刷するには、全様式（国保組合はＡ～Ｃ表まで）一括、特定の様式で行うことができ      

ます。 

①全様式一括印刷 

「一括処理」ボタンをクリックすると、全ての様式が印刷されます。 

    ②特定様式の印刷 

     各様式のボタンをクリックすると、クリックされた様式のみ印刷されます。 

   ③複数での特定様式の印刷 
各様式のボタン横にあるチェックボックスで、印刷したい帳票を複数選択し、「選択処理」ボタン 
をクリックすると、選択された様式のみ印刷されます。 

 

② 

「印刷処理」がチェック
されていることを確認
して下さい。 

① 

③ 
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（２）複数範囲月まとめて帳票を印刷する場合は、実行する処理の印刷処理の横にあるテキストボックスに

開始年月・終了年月を入力します。 

印刷方法は全様式一括印刷、特定様式の印刷、複数での特定様式の印刷がご利用いただけます。 

※チェックボックスは、実行する処理にて印刷処理を選択すると有効になります。 

 

 

 ※Ｅ表で経理状況も印刷する場合は、「経理状況も印刷する」にチェックを付けてください。 

 

※それぞれの方法を選択して印刷処理を実行するとＰＤＦが表示されます。 

必要に応じて画面確認・印刷を行ってください。 

 

※印刷物の下に「※一括チェック処理を行ってください。」と記載されている時は 

  チェック処理が未完了状態ですので、一括チェック処理を行いチェック完了にして下さい。 

 

印刷を行いたい開始年月・終了年月

を入力し印刷処理を実行します。 
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６．申請データを作成するには 

 

ⅰ）クラウド運用の場合：ネットワーク報告（報告データのアップロード）の方法 

 

（１） ネットワーク報告で報告データをアップロードし、都道府県への提出を行います。 

処理進行状況のデータ出力処理が水色になっていることを確認してから、①「データ入出力処理」 

ボタンをクリックしてください。 

北海道の場合、事業月報特殊チェックの一括処理が完了し、処理進行状況のデータ出力処理が水色に 

なっていることを確認してから①「データ入出力処理」ボタンをクリックしてください。 

 

① 
「データ出力処理」
が水色になります。 
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（２） データ入出力処理のメニュー画面が表示されます。 

 

 
№ 説      明 

① 対象年月が初期表示されますので、入出力の対象となる年月の期間を設定してください。 

② 「圧縮ファイル」は、圧縮ファイルにて入出力を行う場合にチェックを入れます。 

③ 
月報データを報告する場合は、出力処理を選択して下さい。 

※入力処理は、保険者版ではデータ復元作業に、都道府県版では保険者データの読込みに使用します。 

④ 
データの入力時に使用します。「ファイルの選択」ボタンよりファイルを指定します。 

 【補足】圧縮ファイルのファイル名は下記参照 

⑤ 
クリックすると、設定された条件で月報データのアップロードまたは入出力します。 

端末への出力を行う際に保存先を指定しない場合は、ダウンロードフォルダに格納されます。 

⑥ 
月報データの出力先を選択します。月報データをネットワーク報告する場合は「サーバー」、端末のロー

カルフォルダに出力する場合は「端末」を選択します。 

⑦ 月報データのフォーマット形式を選択します。 【補足】フォーマット形式は下記参照 

⑧ 対象となる保険者の取り扱いを選択します。 （都道府県版のみ選択が可能です。） 

⑨ 処理の対象となる様式が選択できます。（基本は全様式。事業月報Ｂ表のみ対象外設定が可能です。） 

 
【補足１】 
月報データのフォーマット形式について 

・ 報告書形式 ： 厚生労働省仕様に準拠したデータの並びで処理します。 
・ ＣＳＶ形式 ： データの並びは厚生労働省仕様に準拠していますが、CSV形式（カンマ区切り） 
           のフォーマットで処理します。（都道府県への報告には使用不可） 

  

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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【補足２】圧縮ファイルのファイル名について 

  圧縮ファイルにチェックを入れた場合、ファイル名は下記の通りになります。 
   ※ファイル名は変更しないよう、お願いいたします。 
   ファイル名 ： DG○○□□□△△△△××.lzh 
             DG   ・・・ 事業月報 
             ○○  ・・・ 都道府県番号 
             □□□ ・・・ 保険者番号 

△△△△・・・ 西暦年度 
××  ・・・ 月（事業月報のみ） 
 

【補足３】データ入力処理実施時のファイル名事前確認について 
 報告データや連携用ファイルの入力処理を実施する場合は、処理を行う前にファイル名の保険者番号がデータ

入出力処理画面上部に表示されている保険者番号と一致していることを必ずご確認の上、実行して頂きます様お

願いいたします。 
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 ■ネットワーク報告の方法 

 
①入出力の設定が「出力処理」、出力先が「サーバー」を選択していることを確認のうえ「設定された条件

で実行します」ボタンをクリックして下さい。 

確認ダイアログが表示されますので、「はい」ボタンをクリックして下さい。 
 
 
 
 
 

※出力先の「端末」選択時に出力した場合、「事業月報データの作成を行います。」と表示されます。ネ

ットワーク報告を行った場合には上図メッセージのように「事業月報データのネットワーク報告を行

います。」となっていることをご確認ください。 
 

②ネットワーク報告が完了すると下図のメッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。 
月報データのネットワーク報告は完了です。 

 

 

① 
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 【補足】※北海道の場合 

事業月報特殊チェックの一括処理を完了していない状態で「設定された条件で実行します」ボタンをクリッ

クすると、下図の確認メッセージが表示されます。 
  「OK」ボタンをクリックして「事業月報処理」画面に戻り、事業月報特殊チェックにて一括処理を行ってく

ださい。（事業月報特殊チェックの方法についてはＰ１３をご参照下さい。） 
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■ご利用端末のローカルフォルダへの月報データ出力・保存の方法 

①入出力の設定が「出力処理」、出力先が「端末」を選択していることを確認のうえ「設定された条件で実

行します」ボタンをクリックして下さい。 
※出力先の初期設定は「サーバー」になっていますので、「端末」への切り替えを行ってください。 

 
確認ダイアログが表示されますので、「はい」ボタンをクリックして下さい。 

 
 
 
 
※出力先の「端末」選択時に出力した場合、上図メッセージが表示されます。出力先を「サーバー」に

指定し、ネットワーク報告を行う場合には「事業月報データのネットワーク報告を行います。」とな

っていることをご確認ください。 
 
②下向き矢印ボタンをクリックし、「保存」ボタンをクリックします。 

※保存先はダウンロードフォルダとなります。 

    

※「保存」を選択すると、ダウンロードフォルダに格納されます。 
指定のフォルダに保存したい場合は「名前を付けて保存」を選択し、任意のフォルダに保存します。 
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※ネットワーク報告を行っていない報告データを端末のローカルフォルダに出力した場合、 
データ入出力画面の「終了」ボタンをクリックすると「「ネットワーク報告」を行っていません。終

了しますか？」という確認画面が表示されます。 
ネットワーク報告を行う場合は「キャンセル」ボタンを選択し、ネットワーク報告処理を完了してく

ださい。 
ネットワーク報告の必要が無い場合は、「OK」ボタンをクリックすると事業月報処理画面に戻ります。 
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ⅱ）スタンドアロン運用の場合：申請データの作成方法 

 

（１）都道府県へ提出するための報告データを作成します。 

処理進行状況のデータ出力処理が水色になっていることを確認してから、①「データ入出力処理」 

ボタンをクリックしてください。 

 

① 「データ出力処理」
が水色になります。 
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（２）データ入出力処理のメニュー画面が表示されます。 

 

 
№ 説      明 

① 対象年月が初期表示されますので、入出力の対象となる年月の期間を設定してください。 

② 「圧縮ファイル」は、圧縮ファイルにて入出力を行う場合にチェックを入れます。 

③ 
月報データを報告する場合は、出力処理を選択して下さい。 

※入力処理は、保険者版ではデータ復元作業に、都道府県版では保険者データの読込みに使用します。 

④ 
データの入力時に使用します。「ファイルの選択」ボタンよりファイルを指定します。 

 【補足】圧縮ファイルのファイル名は下記参照 

⑤ 
クリックすると、設定された条件で月報データを入出力します。 

端末への出力を行う際に保存先を指定しない場合は、ダウンロードフォルダに格納されます。 

⑥ 
月報データの出力先を選択します。端末のローカルフォルダに出力するには「端末」を選択します。 

※出力先「サーバー」はクラウド運用の場合にご利用いただけます。 

⑦ 月報データのフォーマット形式を選択します。 【補足】フォーマット形式は下記参照 

⑧ 対象となる保険者の取り扱いを選択します。 （都道府県版のみ選択が可能です。） 

⑨ 処理の対象となる様式が選択できます。（基本は全様式。事業月報Ｂ表のみ対象外設定が可能です。） 

  
【補足１】月報データのフォーマット形式について 

・ 報告書形式 ： 厚生労働省仕様に準拠したデータの並びで処理します。 
・ ＣＳＶ形式 ： データの並びは厚生労働省仕様に準拠していますが、CSV形式（カンマ区切り） 
           のフォーマットで処理します。（都道府県への報告には使用不可） 

  

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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【補足２】圧縮ファイルのファイル名について 

  圧縮ファイルにチェックを入れた場合、ファイル名は下記の通りになります。 
   ※ファイル名は変更しないよう、お願いいたします。 
   ファイル名 ： DG○○□□□△△△△××.lzh 
             DG   ・・・ 事業月報 
             ○○  ・・・ 都道府県番号 
             □□□ ・・・ 保険者番号 

△△△△・・・ 西暦年度 
××  ・・・ 月（事業月報のみ） 
 

【補足３】データ入力処理実施時のファイル名事前確認について 
 報告データや連携用ファイルの入力処理を実施する場合は、処理を行う前にファイル名の保険者番号がデータ

入出力処理画面上部に表示されている保険者番号と一致していることを必ずご確認の上、実行して頂きます様お

願いいたします。 
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■ご利用端末のローカルフォルダへの月報データ出力・保存の方法 

 
①入出力の設定が「出力処理」、出力先が「端末」を選択していることを確認のうえ「設定された条件で実

行します」ボタンをクリックして下さい。 
※出力先「サーバー」はクラウド運用の場合にご利用いただけます。 

 
確認ダイアログが表示されますので、「はい」ボタンをクリックして下さい。 

 
 
 
 

 
②下向き矢印ボタンをクリックし、「保存」ボタンをクリックします。 

※保存先はダウンロードフォルダとなります。 

   

 
※「保存」を選択すると、ダウンロードフォルダに格納されます。 
指定のフォルダに保存したい場合は「名前を付けて保存」を選択し、任意のフォルダに保存します。 

 

① 
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７．当月度処理完了 

 

  

（１）クラウド運用の場合、ネットワーク報告が正常に終了し、処理進行状況の「当月度処理完了」が水色、 

画面右上の表示が「報告済」に変わりましたら、当月の処理は完了です。 

     スタンドアロン運用の場合、申請データの作成が正常に終了し、処理進行状況の「当月度処理完了」 

が水色に変わりましたら、当月の処理は完了です。 

 

※ネットワーク報告または申請データ作成完了後に再度入力処理を行った場合は、処理進行状況は

「入力処理 ORチェック処理」が水色に戻ります。また、クラウド運用の場合は、画面右上の表示

が「未報告」に戻ります。 

 

 

①  

② 

③ 

 水色になります。 

ネットワーク報告が完了すると、「未報告」か

ら「報告済」の表示に更新されます。 
※クラウド運用のみの機能となります。 
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８．データをＣＳＶ出力するには 

事業月報データを他で活用したい場合、ＣＳＶ形式にて出力することが出来ます。 
（１）｢ＣＳＶ出力処理｣を押下してください。 
※国保組合版では、事業月報Ｅ表・事業月報Ｆ表の処理は実行できません。 

  
 

①  
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（２）設定表示画面各部の説明 

 
№ 説      明 

① 選択されている CSV出力の設定名称を表示します。 

② 出力対象年月を指定します。期間の指定が可能です。 

③ 設定名に表示されている CSV出力設定を修正するための画面が表示されます。 

④ 新たに CSV出力設定を作成するための画面が表示されます。 

⑤ 設定名に表示されている CSV出力設定を削除します。 

⑥ 設定名に表示されている CSV出力設定の内容(出力対象項目・出力順)を表示します。 

⑦ 設定名に表示されている CSV出力設定および出力対象年月にてファイル出力を実行します。 

⑧ 出力項目数の関係で表示ページが複数に渡る場合、前頁を表示します。 

⑨ 出力項目数の関係で表示ページが複数に渡る場合、次頁を表示します。 

⑩ 当画面を終了し、事業月報メニューに戻ります。 

 

①  ② ③ 

⑧ ⑨ ⑩ ⑦ 

⑥ 

④ ⑤ 
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（３）出力定義の新規作成・修正画面各部の説明 
   前頁の設定表示画面③、④のボタンをクリックしたとき下図の設定画面が表示されます。 
    ※画面は修正ボタンを押下した場合 

 
 

№ 説      明 

① CSV出力の設定名称を表示します。CSVファイル名の初期値でも使用します。 

変更する場合はこちらの表示名を直接変更します。（最大 40文字） 

② ③の項目一覧に表示する様式を選択します。 

③ ②にて選択された様式の選択可能な項目の一覧を表示します。 

④ 項目一覧と出力対象項目間にて選択されている項目の移動をします。 

⑤ 

CSVの出力対象項目の一覧となります。 

年度・年月・都道府県番号・保険者番号・保険者名は自動でセットされます。 

都道府県名は任意選択となっておりますので、②の保険者マスタからのセットとなります。 

なおファイルへの出力順は、表示の上から下に向かっての順番となります。 

⑥ 選択した項目のファイルへの出力順を上下に移動します。 

⑦ 項目一覧に表示されている項目をすべて選択状態にします。 

⑧ 出力対象項目に表示されている項目を全て項目一覧に移動します。 

⑨ 設定内容(設定名含む)を保存します。 

⑩ 内容を保存せずに設定表示画面に戻ります。 

⑪ 設定名を変更したとき、別の定義として保存したい場合に使用します。 

 ※修正画面のみに表示 

 

① 

② ③ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

⑦ 

⑥ 

④ 

⑤ 

⑪ 
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（４）出力対象項目の設定方法 
  出力対象項目に指定された項目および並び順にて１つの CSVファイルが作成されます。 
  出力対象項目には、異なる様式の項目を設定することも可能です。 
   
 １）全選択・全解除の場合 

１．様式を選択します。 

２．「全選択」を押下後「→」に

て出力対象項目に移動します。 

出力対象項目を全て解除

する場合はこちらをクリ

ックして下さい。 
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 ２）部分的に選択する場合 
  ⅰ．１項目ずつの選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ⅱ．複数項目の選択 
  ※項目一覧のみ使用可能となります。 

 

移動対象の項目を選択後、「→」「←」にて項目の移動を行います。 
なお、予め出力対象項目内の項目を選択しておくと、項目一覧からの移動項目が

直下に移動します。 
 ※図の例の場合、A37を出力対象項目に移動すると、予め選択されている 

A08の直下に挿入されます。 
出力対象項目内を選択していない場合は、最下部に追加されていきます。 

項目一覧内の項目については、キーボードの「Ctrl」および「Shift」キーを使用
して複数項目の選択が可能です。 
 ・Ctrlを使用した場合（図の例） 
  任意の項目を 1つずつ選択して、一度に出力対象項目へ移動します。 
 ・Shiftを使用した場合 
  選択した２項目間の範囲選択となります。 
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 ３）出力対象項目の順番を変更する場合 
 ⅰ．上下（↑↓）ボタンでの移動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ⅱ．一度項目一覧に戻し、改めて出力対象項目の任意の場所に挿入 

 

移動対象の項目を選択後、上下（↑↓）ボタンにて移動します。 
移動は１項目ごととなります。 

「←」ボタンにて移動する項目を項目一覧に戻し、改めて任意の場所に挿入しなお

します。 
※出力対象項目から項目一覧への移動は１項目ずつとなり、複数選択は行えま 
せんのでご注意ください。 
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（５）CSV出力定義の新規作成 

CSV出力の設定を保存することができます。 
 

１）①の「新規」ボタンをクリックします。 

 

①  
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２）出力定義作成画面が表示されますので、設定名の入力および出力対象項目を設定します。 

 

３）設定後「保存」ボタンにて確定します。 

 

 

任意の名称を入力します。 
（最大 40文字） 

項目一覧から出力対象項目

に項目をセットします。 
1 項目でもセットした時点
で、年度・年月・都道府県番

号・保険者番号・保険者名は

自動でセットされます。 
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（６）作成済みの CSV出力定義の修正および別名保存 
既に作成している CSV出力設定を編集することができます。 
 

１）修正する出力定義を設定名に表示させ、①の「修正」ボタンをクリックします。 

 

① 

修正する出力設定を表示させます。 
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２）出力定義修正画面が表示されますので、設定名の変更および出力対象項目の変更等を行います。 
  変更内容を上書きで保存する場合は「保存」ボタンを、別の定義として保存する場合は「別名保存」ボタ 

ンをクリックします。 

 

設定名は変更せずに出力対象項目の

みを変更している場合は「保存」ボタ

ンを押下します。 

設定名を変更して別の定義として保存す

る場合は「別名保存」ボタンを押下しま

す。 

※設定名を変更している場合は必ず 

こちらをクリックして下さい。 

出力対象項目等内容を変更します。 
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（７）CSVファイルの作成 

既に作成している CSV出力設定を使用して CSVファイルを作成します。 
なお都道府県版の場合、複数保険者選択にて設定されている保険者が出力対象となります。 
 （事業月報メニューの「複数保険者」チェックボックスにチェックは不要です。） 
 

１）ファイル作成する出力定義を設定名に表示させ、出力対象の年月を「処理年月」にて設定します。 
  設定後、画面下部の「出力開始」ボタンを押下します。 

 
 ２）CSVファイル作成の実行 
   「出力開始」ボタンを押下すると下図のメッセージが表示されますので、「OK」を押下します。 

 

出力する年月の範囲を設定します。 
ファイル作成する出力設定を表示させます。 

設定後こちらを押下します。 
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３）下図のように｢開く｣・｢保存｣の確認画面が表示されます。 

 

｢保存」を選択します。 
※「保存」を選択すると、ダウンロードフォルダに格納されます。 
指定のフォルダに保存したい場合は「名前を付けて保存」を選択し、任意のフォルダに保存します。 

     

 
ファイルは用途に応じてご活用いただけます。 

 

下向き矢印をクリックすると「保存」ボタ

ンが表示されます。 
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（８）作成済みの CSV出力定義の削除 

既に作成している CSV出力設定を削除することができます。 
 

１）削除する出力定義を設定名に表示させ、①の「削除」ボタンをクリックします。 

 
 ２）下図の確認メッセージが表示されますので、「OK」を押下します。 

 
 
 ３）下図のメッセージが表示され削除が完了します。 

 
 

① 

削除する出力設定を表示させます。 
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９．訂正報履歴の確認について 

   ※北海道のみの機能となります。 
（１）訂正履歴を確認する場合は、｢訂正報履歴一覧｣を押下してください。 

 

（２）対象年月の訂正の履歴が参照できます。 

   表示は、エラーチェック 1回につき 1行となりますので、1回で複数の内容を入力した内容は、右にス 

クロールして参照してください。 

 

①  
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１０．メモ機能について 

   ※北海道のみの機能となります。 
 事業月報の各月ごとにテキストでのメモを保存する機能となります。メモ画面の展開は処理進行状況、エラ

ーチェック、提出データへの影響はございません。 

 ひと月あたり２０００文字までの入力が可能となっております。 

（１）メモを入力および修正・確認をする場合は、「メモ｣を押下してください。 
   ※既にメモが保存されている場合には、「メモ 有」の表記になっています。 

 

（２）メモ入力画面が別のウィンドウにて表示されます。 

 

① 
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（３）各部の説明 

 

  

①対象の年月となり、事業月報メニューの対象年月と連動します。 

②テキストを入力する箇所となります。２０００文字まで入力可能です。 

③入力した内容を確定して画面を閉じます。 

④入力内容を破棄して画面を閉じます。 

③ 

② 

④ 

① 
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（４）入力・登録について 

 

１．テキストの入力フィールドに文字を入力します。 

  禁則文字につきましては、Ｐ７と同様になります。 

２．入力した文字を保存するときは「登録終了」にて確定します。 

  他の月の分を入力する場合は、一度「登録終了」にて画面を閉じた後、対象の年月にてメモ画面を再度 

展開してください。 

 ３．入力した文字を保存せず画面を閉じるときは、「キャンセル」にて画面を閉じます。 

② 

① 
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